
 

 

 

 

 

 

 

2ndシャックへの想いと憧れ 

 アマチュア無線をビッグアンテナでさらに楽しみたく、ステップアップした新たな 2ndシャック作りを

コロナ禍に進めました。まもなくピークが到来するサイクル 25 に期待し、1stシャックから直線距離で約

370km 離れた京都丹波高原を 2ndシャックに選びました。豊かな自然と朝霧に包まれ、空気が綺麗で水も

美味しく、晴れた日の夜には満天の星がキラキラと輝きます。古民家のシャックは生活ノイズが全くな

く、半径 50m 以内に住居もありません。感染予防に優れアマチュア無線が楽しめる環境です。 

 古民家の周辺は田畑で、ビッグアンテナを作ることができます。試しに 160m バンドのデルタ・ループ

アンテナを作って試用してみました。都会で暮らし続けた筆者の感想は、「世界が違うぞ！」と強い感動

を覚えました。アマチュア無線を思う存分楽しむことを最優先に建設した、筆者にとって理想的な 2ndシ

ャックをご紹介します。 

タワーとアンテナの建設 

 ビッグアンテナは HF 帯愛好者にとって憧れの１つです。2ndシャックのアンテナは、KA1-406 と CD78

＋BC160H-5K（自作のマッチング装置）を最高位 27m のタワーに載せ 160m～６ｍバンドを２つのアン

テナでカバーしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１京都丹波高原に建設したビッグアンテナ 

まもなく始まるサイクル２５に期待を寄せ 

コロナ禍、京都丹波高原に 2ndシャックを建設 

JP3WVZ/JA1BBE 出野 義則（Yoshinori Ideno） 

JA1BBE） 

 



タワーの基礎は手掘りで１辺が 1.2m 深さ 2.5m で 

す。残土を近くの山に運びながら 7 日間かけて 1 人 

で穴掘りを進め、鉄筋を組みシュートを使って４立 

米の生コンを流し込みました。 

 アンテナ工事は FTI 社に依頼し、京都までのタワ 

ー輸送と据え付け、そしてアンテナ取り付けなど 1 

日半で完成しました。素晴らしいプロの技が次々と 

繰り出され地上作業とタワー作業の呼吸もピッタリ 

で手順に隙もなく、匠の技が次々と繰り出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線装置 

 無線機は IC7851＋IC-PW1 の構成です。窓越にタワーが見える階段の踊り場に無線機を配置しました。

並べる機器・装置類の寸法を測り、使い勝手を考えた手作りの机(図４)に無線機器を並べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ アンテナ工事の様子 図３ タワー基礎工事の様子 

図４ 使用する無線装置 



無線局の開局と検査 

近畿総合通信局に出力 200w で開局申請を提出すると識別信号の欄に JP3WVZ と記載された無線局免

許状が届きました。直ぐに、1kw の変更申請届を提出すると現住所と常置場所が異なる理由の確認があ

りその理由を加筆して再提出しました。しばらくすると、無線局指定事項変更・設備変更許可通知書が届

き、2ndシャック作りを開始しました。近畿総合通信局から工事完了後試験電波を発射し放送受信設備の

確認調査として、隣接する家の全戸と半径 50m 以内の住居の電波障害調査を求められましたが、そのエ

リア内に住居が存在しないことから確認調査は実施せず、アンテナ工事完成後に各バンドの電力測定と

アンテナの SWR 測定を済ませ、無線局変更工事完了届を提出し受理されました。 

緊急事態宣言中は変更検査ができないとアマチュア無線担当官から連絡があり、解除を待って無線局

の変更検査（電力測定、スプリアス測定、防護指針測定）を実施して頂き 160m～6m の全てのバンドに

おいて 1kw の免許（6m は海外局との交信に限る）が交付されました。 

2ndシャックから EU 方面やカリブ方面との交信は、水田に水が張られ水面反射効果が利用できる 4 月

から 9 月の期間が楽しみですが、この季節は夜になるとカエルの合唱が盛んで、人工ノイズ以上に対策

が厄介かも知れません（笑）。 

アンテナの強風対策 

 タワーは風速 10m で自動的にクランクダウンします。クランクダウンした際に KA1-406 のブームが

ロックできるよう二股式ブームロックを製作しました。冬に強い北風が山を越え吹きおろしてきます。

2ndシャックを離れる時などブームロックは安心です。ビッグアンテナは強風に煽られローテーターを壊

すことがあります。その対策として、二股式ブームロックを考案し設置しました(図５)。 

 撮影した日の天候は小雪で強い風が吹き 

おろしていましたが、ブームが揺れること 

も二股からブームが外れることもなく、ビ 

ッグアンテナの強風対策としてお勧めです。 

 

避雷対策 

 タワーの基礎にアース棒を 4 本打ち込み、 

避雷対策を済ませていますが、タワーに延 

びるケーブルは全て、外せるようにしまし 

た。 

 同軸ケーブル、BC160H-5K のコントロ 

ールケーブル、KA1-406 のコントロールケ 

ーブル、ローテーターのケーブルなどです。 

 夏の夕立に伴い激しい落雷が稀に発生し 

ます。 

 

 

 

  

図５ 二股式ブームロック 



ケーブル処理 

 タワーをクランクダウンした時のケーブル処理は、受籠を作成しその中に納まるようにしました。受

籠作成の詳細な情報は JA1WWB（高崎さん）から頂き、数多くの運用ノウハウを伝授して頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ ケーブル受籠 



トップバンドの運用 

 トップバンドは昨年から運用できる帯域が広がり、SSB でも QSO が楽しめるようになりました。CD78

＋BC160H-5k でトップバンドの QSO が High Power で楽しめますが、デルタ・ループアンテナを製作

し試しました。1stシャックでは行うことができない実験です。受信も送信も good！！で大満足の結果で

した。トップバンドのみで DXCC 全てのエンティティーと交信が達成できるかも？知れません。 

 1st シャックでは CD78Jr に BC160H-3K を用いてトップバンドを楽しんでいますが、トップバンドは

インタフェアに注意が必要で少し Power を抑えて運用しています。2ndシャックではフルパワー運用が可

能で、約 200km 離れた局とのグランドウェーブ通信が楽しめます。 

 トップバンドをより楽しむために CD78 の給電部に少し手を加えました。（図７） 

 ・インシュレータ（絶縁体）をテフロンパイプに変更 

 ・給電部に鳥の糞除けアルミ板を装着 

 ・左右のエレメント内に雨水浸入を防ぐ対策 

を実施しました。BC160H-5K を介して CD78 に 160m バンドで 1kw の電力を送り込むと、給電部が高

電圧になるため、その安全対策として CD78 に改造を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後に向けて 

 感染症の拡大が終息し安全に安心して移動ができるようになれば、寒い冬の季節は比較的暖かい１エ

リアで暮らし、他の季節は京都丹波高原で自給自足の暮らしを楽しみたいと考えています。しかし、2nd

 

図７ ＣＤ７８の改造 



シャックが完成するとリモート運用もしたくなります。古民家に光回線が引き込まれていることから、

その構築を順次進める予定です。ラヂオ爺のエスカレーションが止まりそうにもありません（笑）。 

 ビューロー経由の QSL カード交換やログの管理などを考慮し、ゲストオペレーター制度

（JP3WVZ/JA1BBE の呼びだし符号）を利用して High Power 運用を楽しんでいます。国内局からこの

呼び出し符号にお尋ねもありますが、アリゾナの局からどちらが正しいコールサインなのか？と尋ねら

れ返答に戸惑いました（笑）。包括制度の国とそうでない国との違いですが、総合通信局の指導に従い許

可を得た無線設備の識別信号を最初に伝え、その後無線設備を操作している者の識別信号を付加し、文

字数の多いコールサインで運用を続けています。素直に運用しても良いのですが、ゲストオペレーター

制度はとても楽しい運用方法のひとつです。 

家族が暮らす 1st シャックでは、早朝や深夜の QSO を控え、生活リズムを重視したアマチュア無線運

用を強いられますが、2ndシャックでは電離層重視の生活リズムとアマチュア無線運用が可能です。サイ

クル 25 のピーク到来がとても楽しみです。 

 水田が使用されない 9 月～4 月の期間は、広い土地でロンビックアンテナを試すこともできます。アン

テナの実験に理想的な環境が京都丹波高原には整っていました。電波伝搬はそもそも自然の摂理であり、

これを上手に利用することが無線技士に求められ、プロとは異なるアマチュア無線家に相応しい対策と

方法でこれを追求し続けたいと思います。 

 

2ndシャックの建設において考慮したこと 

 2ndシャックの建設で特に考慮した事項は、 

 ・新スプリアス基準をクリアしている無線機の選択 

 ・周辺機器も含めリモート運用ができる機種を選択 

 ・メンテナンスが可能・容易であること 

 ・1stシャックのレベルと同等或はそれ以上であること 

 ・費用をなるべく抑えること 

です。 

 2ndシャック建設が順調に進んだ理由の１つに、JA1OWP（淺海さん）から不要となったクランクアッ

プタワーをQSYして頂きました。ビッグアンテナに耐えることができるタワーでとても感謝しています。 

 

2ndシャック建設を終えて 

2nd シャック建設を検討しはじめ約 5 年経過しましたが、コロナ禍がなければ 2nd シャック建設はさら

に遅れたと思います。感染予防対策として国民に日常の行動変容が求められ、その事で多くの時間を得

ることができました。巣籠中、2ndシャックでのアマチュア無線運用を色々と悩んだり考えたり調べたり

している時間も楽しい一時でした。ラヂオ小僧の夢は、ラヂオ爺の 2ndシャック建設で結実し、アンテナ

の実験など楽しい時間が今後もさらに続きそうです。 

 

 最後に、ゲストオペレーター制度を利用した運用ではなく、米国のようにライセンスに応じた移動運

用が我国でも可能となれば、よりアマチュア無線が楽しめると思います。年齢を重ねエリアが異なる故

郷へ戻りアマチュア無線を楽しんでいる人、転勤先でアマチュア無線を楽しんでいる人、エリアを超え



る 2ndシャックでアマチュア無線を楽しんでいる人など、最初に付与された思い入れの強いコールサイン

を本当は使用して楽しみたいと思います。使用しないコールサインを大切に維持されているケールも決

して少なくなく、昭和・平成・令和と時代が進み、その時代に適した暮らし方をしつつ、50W を超える

送信電力で思い入れの強いコールサインを用いて HF 帯を楽しみたい人は、筆者だけではないはずです。 

例えば、JA1BBE/3 のコールサインを用いて 50W 以上の出力でアマチュア無線運用をする際、事前に

使用する無線設備の識別信号を申請することで可能となれば、とても素晴らしいと思います。筆者が米

国のアマチュア局の移動運用と同じように JA1BBE/3 で 1kw の運用が可能となれば、アリゾナ局の問い

に悩まずに済んだと思いました。 


